
矢橋先生の講演を聞いて

上田 光覚

“はたらく楽しさ”とは

安田 佑次

「 」 「 」

　発足から42年目を迎えた大垣青年重役会。その第一歩目と
なる9月記念講演では、矢橋龍宜先生をお招きし、「はたら
く楽しさ」をテーマに講演を賜りました。

～講演を聞いて～

「人生を豊かに、そして社会に役立つ人間で有らねば」と説く矢橋先生

新年度スタートにあたり、所信表明する渡部会長
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～新年度が華々しくスタート～
９月記念講演、９月記念講演、
および通常総会を開催および通常総会を開催
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第42年度年間スローガン バランスのとれた経営　～根をはること　翼をもつこと～

「はたらく楽しさ」
矢橋林業株式会社　
代表取締役社長　矢橋龍宜先生
平成19年9月10日（月）
大垣フォーラムホテル
90名
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……

◎演　題
◎講　師

◎と　き
◎ところ
◎出席者
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　国内外で広く事業展開され
ている矢橋先生。地元大垣を
拠点に海外を飛び回るお忙し
い中でのご講演は大変興味深
いものでした。
　お金儲けの為の商売ではな
く、社会に必要なものをつく
りたいという想い、そして社
会に貢献したいという情熱を
もち、お客様の満足を得る・評価をいただける商
品づくりの為の顧客思考の徹底が重要であるとい
うこと。先生が何度も言われた「人を知る」まさ
に人間探求であると…。また「技術というのは人
に宿り、人の成長が会社の資産である」「人生を
充実し豊かにするのは自分自身、諦めず踏ん張る
ことが大事」と話された。社員に対して厳しいな
かにも思いやりをもって接する、優しさに溢れた
矢橋先生の姿が伝わってきました。
　貴重なご講演ありがとうございました。

 

　「はたらく楽しさ」。いったい
どのようなことを話されるのか、
きっと難しい話をされるのだろう
なと思いながら参加させていただ
きました。「商売として考えるの
ではなく、人が幸福で豊かになる
ために人づくり、物づくりをする。
その商品が世間に必要とされた時
にそれが商売になる。」すごく当
たり前の事、すごく簡単な事だと思いますが、そう思
いながら仕事をする、はたらく事は難しいとは思いま
すが、最も重要な事だなとあらためて思いました。ハ
イレベル、高度な事を考えながらはたらくという事が
先にきてしまいますが、まずは当たり前の事を考えな
がらはたらくという事が一番大切な事だなと思いまし
た。常に人のための物づくりを考えていらっしゃるの
で、矢橋先生はあのような大きな組織で先頭に立ち大
活躍されているのだと思いました。
　矢橋先生ありがとうございました。



藤井重雄第41年度会長から、41年度の皆出席者（全例会に主席）および、精出席者
（11例会に出席）に記念品が贈呈されました。

大角勇雄議長（第40年度会長）の進行のもと、第41年度事業
報告、決算報告および監査報告、また第42年度の事業計画案
および予算案の提出がなされ、それぞれ満場一致で議事が承
認されました。

(1)第41年度事業報告について
(2)第41年度決算報告及び監査報告について
(3)第42年度事業計画案について
(4)第41年度予算案について
(5)その他

小川　真人（おがわ　まこと）
河合　孝浩（かわい　たかひろ）
川瀬　知哉（かわせ　ともや）
坂　　幸代（ばん　ゆきよ）
藤井　剛和（ふじい　つなかず）

本年度は5名の新入会員を迎えることがで
きました。入会式では、渡部会長から認
証状ならびに会員バッジが授与され、会
員から大きな拍手で迎えられました。

第42年度　新入会員入会式

第41年度　皆・精勤出席者表彰

第42年度　通常総会

第41年度事業報告
藤井 重雄　直前会長

第41年度決算報告
山口 猛　第41年度会計

第41年度監査報告
川合 麻美　第41年度監査役

第42年度事業計画案
渡部 弘幸　第42年度会長

議事

第42年度予算案
土屋 光晴　第42年度会計

議長　　大角勇雄　第40年度会長

“精出席者”のみなさん“皆出席者”のみなさん
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川瀬 由香会員
佐竹 紀皇会員
三輪 敏明会員

皆出席者

新入会員

浅野 信哉会員
井納 宏自会員
久世 研二会員

精出席者



今 月 の ト ピ ッ ク ス

研 修 委 員 会

広 報 委 員 会

親 睦 委 員 会

～各委員会の活動方針を決定～ 合同委員会を開催

人の心を動かす　～ヒューマンスキル～

第1回
研修会

第42年度
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さる9月21日、各委員会の年間の活動内容を話し合う「合同委員会」が開催されました。約1時間にわた
り活発な意見交換が行われ、合同委員会で決定した各委員会活動の骨子を紹介します。

平成19年9月21日（金）
玉子屋別館 玉辰楼
●名

…
…
…

◎と　き
◎ところ
◎出席者

岡田 真二　
永田 康仁

…
…

委 員 長
副委員長

　研修委員会では、岐阜経済大学・髙橋先生をお招きしての研修会を2回、特別
会員の方をお招きしての研修会を1回、担当例会の計4回を予定しています。髙
橋先生の研修会については、グループディスカッションの進め方や、まとめ方
について、委員の方からたくさんのアドバイスをいただきました。
　また、特別会員の方をお招きしての研修会については、研修のテーマについ
て『Only Oneの企業になる』や、『初代と２代目・3代目の考え方』など、たく
さんのアイデアを出していただきました。合同委員会での話し合いを元に、魅
力ある研修会にしたいと思いますので、よろしくお願いします。

共に感じ高めあう情報発信ステーション
加納 浩二　
栗田 英優　
高木 光司

…
…

委 員 長
副委員長

①OJBひろばに関して……ひろばに会員企業の割引クーポン券をつける。
②ホームページに関して……もっと一般の方にアピールできるものにしたい。大垣市のホ
ームページ等に相互リンクをしてもらえるようにお願いする。会員企業の紹介フォームを
作成して、ホームページのある企業はそこから会員企業のページにいけるようにする。会
員企業のお勧め商品等を紹介する。
③メルマガに関して……会員さんから投稿してもらう形式で投稿記事を採点して上位を発
表する。会員企業を紹介する記事を作成したらどうだろうか
④その他……活動方針にある、地域社会への情報発信として新聞社等に例会や研修した内
容を作成して送り、記事にしていただく。

みなさんから貴重なご意見をたくさんだしていただきました。今年度、活動する上で参考
にしていきたいと思います。

和みの空間から夢を創造
佐竹 紀皇　
説田 洋機

…
…

委 員 長
副委員長

親睦委員会では、会員同志が親睦を深める中でお互い刺激し合い、喜怒哀楽を
共感しOJBの活動に積極的に参加できる環境を創ります。

◎事業内容について
①飲んで語る会の開催　　　　　　　　
②講師を囲む会の開催　　　　　　　　
③ゴルフ練習会（年2回）ショートコースを利用した実践的な練習会等（コンペ月の前月に開催）
④ゴルフコンペ　土屋杯ゴルフコンペ　平成19年11月22日（木）（関ヶ原C.C）
　　　　　　　　小川杯ゴルフコンペ　平成20年4月予定（養老C.C）
⑤担当例会の開催……動きのある例会を検討中
 

活 動
報 告

Activity report
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渉 外 活 動 委 員 会

会 員 委 員 会

OJB ＝ 企業発展の滑走路 川瀬 由香　
大橋 博己

…
…

委 員 長
副委員長

　本年度、新たに設置されました渉外活動委員会では、例年行事
である研修旅行、企業訪問、家族親睦会をより充実した魅力ある
ものとし、ひとりでも多くの方に参加していただける事に全力を
尽くして参ります。
　合同委員会では、OJB研修旅行の魅力について過去の旅行のエピ
ソードを含めながら、意見交流いたしました。皆様のご参加を宜
しくお願い致します。

長 期 計 画 委 員 会
自分の中のOJB、OJBの中の自分
～今こそ、原点に学び、現在を検証し、そして未来に向かって～

林 威司　
寺倉 毅

…
…

委 員 長
副委員長

理想に向けて 高い志のために 東山 辰美 　
高橋 卓哉

…
…

委 員 長
副委員長

　第42年度会員委員会では、『理想に向けて、高い志のために』をテーマに、
第40年度の『未来への提言』で掲げられた「行動目標4」にあるユビキタスにつ
いて、専門の講師を招聘し担当例会で勉強する予定です。
　事業内容については、例年と同様にニューメンバースクールや新入会員説明
会の開催の他にも、次年度新入会員の情報収集については、初めての試みです
が年代別に情報収集をする予定をしています。さらに、広報委員会とのコラボ
レーションで、特別会員の先輩方よりお話をお伺いしOJBひろばに掲載する予定
です。また、今期入会した新入会員同士、同期の結束を高める為にも、新入会
員がコミュニケーションをとれる交流の場をもうける予定です。なにぶん不慣
れではありますが、羽田幹事のもと委員長・副委員長が協力し委員会活動を進
めてまいりますので、皆様方のご指導ご協力よろしくお願い致します。

例会終了後、新入会員の歓迎会なら
びに会員相互の親睦を深める「第1
回飲んで語る会」がクラブ天上にて
開催されました。新入会員の皆さん
も諸先輩方との交流を深められたの
ではないでしょうか。

例会が無事に終了し、ほ
っとした表情であいさつ
をする渡部会長

ひ と コ マ

平成19年9月10日（月）
クラブ天上
●名

…
…
…

◎と　き
◎ところ
◎出席者

～親睦委員会～

第1回飲んで語る会開催

冒頭の委員長挨拶では、今年度の長計の方向性について以下の3点を述べた。
①渡部会長の方針を強く反映する。　②その中でも特に「未来への提言」と諸活動との整合に重きを置く。
　③45周年に向けた初年度たる41年度の長計を踏まえ同じ流れの中で42年度の活動を展開したい。
委員会ミーティングの中では以下の話し合いがもたれた。
① 渡部会長の方針について
会長を代弁して寺倉幹事長（長計副委員長）から以下の話があった。
・各委員会の諸活動が「未来への提言」に沿っているかどうかのチェック機能をもってほしい。
・ものが言える委員会、会員みんなを見ていける委員会であってほしい。
②「未来への提言」と諸活動との整合について
・「未来への提言」は40周年・年度当時の会員全員の一番熱い思い。会の総意といえる。
・「未来」はまず、45周年を節目として考えたい
・各委員会への意識付けは、活動企画書の趣旨の中に「未来への提言」との関わりについて述べてもらい、
役員会の中で報告・確認を行なっていきたい。
・「未来への提言」は45周年式典のなかで公表されたもの。全会員に浸透させ、意識付けを図ることが重要。
② 若い世代の会員とのギャップについて
・OJBの歴史も40年を越え、主だった先輩の卒業、2世会員の入会など、世代間の開きは拡がっている。
・OJBは研修の場なので先輩は後輩に教えるべきだし、若い会員もどんどん聞くべき。
・あいさつ、ことば遣い、返信返答、立ち居振る舞い、遅刻欠席などモラルの向上は必要。
・教える側もしっかりしないといけないし、また教え方も大事。厳しく言う先輩とやさしくフォローする先
　輩がいて、後輩は育っていけるのでは。
・特別会員の先輩から学び、交流できる場の設定を企画したい。

まとめ
OJBは創立以来変わらぬ「研修の会」である。
研修の中で自分を高め、良き仲間と出会い、
研修で得たものを自社に反映させる会である。
たくさんの仲間とともに、原点に学び、明る
い未来をともに語り合える、そんなOJBであ
りたい。長期計画委員会はそのための貢献を
年間を通じて行なっていきたい。



「OJB入会」　　　　　　　

「大垣青年重役会に入会して」　　　　　　

「OJBに入会して」　　　　　　　

「自分を変えていくために」　　　　　　

「OJB入会にあたって」　　　　　　　

小川 真人

河合 孝浩

川瀬 知哉

河合 孝浩

川瀬 知哉

坂 幸代

藤井 剛和

2NewNew FaceFace

特集特集

第42年度新入会員の紹介
入会にあたり、その想いを綴っていただきました
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　祖父が仏壇店を開業して80年たち、
三代目として奮闘している毎日です。
仏壇は耐久性が長く100年以上たつも
のもあります。親、嫁よりもお付き合
いが永い商品を取り扱うにあたり、お
客様との『縁』を非常に大切にしてお
ります。入社8年目で仕事内容は慣れ
てきたものの、いまの経済状況のなかで私達の業界も右
肩下がりの状態です。この先経営者としての自覚を向上
したいと思っています。今回会員の先輩がたやセミナー
の先生の経営、発想、企業努力等大変興味深くOJBに入
会させて頂きました。
　会員の皆様をはじめ、これからも一人でも多くの方と
の『縁』つながりを大切にし、今後、OJBでの研修に積
極的に参加し、たくさんのことを学んでいけたらと思い
ます。先輩方のご指導よろしくお願いします。

　
　
　第42年度新入会員河合孝浩です。伯
母の経営する社会保険労務士河合正子
事務所に勤務しております。昨年の社
会保険労務士試験に合格し、今年1月
に岐阜県社会保険労務士会に登録致し
ました。
　当事務所の顧問先には、建設業・製造業・サービス業
などいろいろな業種の企業があります。その業種ならで
はの問題などもあり経営者の方から相談を受けたり、質
問をされたりしても返事に困ることも多々あります。そ
のような時に少しでも顧問先の『力』になれるよう大垣
青年重役会の諸先輩方のご指導を仰ぎたいと思っており
ます。
　また、社会保険の事など質問・疑問などありましたら、
何なりと声をかけて下さい。微力ながらお力になりたい
と思っております。若輩者ではございますが、どうぞよ
ろしくお願い致します。

　皆様、はじめまして。この度入会さ
せて頂きました株式会社カワセ精工の
川瀬知哉と申します。私の会社の事業
内容を申しますと、主にプレス機械を
用いての金属加工をしており、自動車
部品、農業機械部品、鋼製家具部品等
を生産しております。モノづくりにお

いては如何に質が高く、安くモノが作れるかが求められ
ています。そのニーズに応える事が出来る様、日々努力し
ていきたいと思っております。さて、入会にあたり、共に
勉強し親睦を深め、自己の成長、自社の発展に繋げてい
こうという会であると聞き、様々な事を吸収させて頂け
るのではないかと思い入会させて頂きました。
　また、先日の例会、飲んで語る会では程良い緊張感の
中で勉強させて頂き、皆様と楽しく過ごさせて頂きました。
さらにこれからの活動が楽しみであり、自己の成長に繋
げて行く事が出来る様頑張っていきたいと思っております
ので宜しくお願いします。

　私は数年前まで普通にOLをしてお
りました。現在の仕事に就いたきっか
けは、自分自身の体が悪く、当時、原
因が分からず病院回りをしておりまし
た。ある時、カイロプラクティックに
出会い、自分の体は自分で守る事を知
りました。また、その時、原因が分か
らず無理をしながら生活をしている人が周りに多いと気づ
きました。自身の苦しい経験を生かし一人でも多くの人
を助けられたらと思い開業しました。
　OJBでは、諸先輩より色々とご指導をいただきながら、
自身を成長させていきたいと思います。宜しくお願い致し
ます。

 
 このたび、大垣青年重役会に入会さ
せていただく事になりました藤井建設
㈱の藤井剛和です。仕事は垂井町を主
に公共・民間の建築、土木また不動産
業等をしております。このOJBは経営
者または管理者といった立場の方の団
体であるということで、私も現在はそ
のような立場ではありますが、ほんの1年半ほど前までは
普通のサラリーマンをしておりました。今までとは異なる
仕事内容、それにプラスして経営をする側という全てが違
う環境の中で悪戦苦闘しております。そんな中でOJB入会
のお話をいただき、正直最初は不安もありましたが「自
分を変えていくためには！」と思い入会を決意いたしまし
た。まだまだ未熟者で至らぬ点が多々あると思いますが、
OJBの活動に少しでも貢献できるよう、また自己研鑽して
まいりますので皆様方のご指導、ご鞭撻を賜ります様、
宜しくお願いいたします。



お し
I N F O R M A T I O Nら せ

Information

委 員 会 活 動

９ 月 ド ネ ー シ ョ ン
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●ニューメンバースクール（会員委員会）
とき……10月5日（金）19:00～
ところ…寿司会席「たつみ」　2階大広間
　　　　大垣市室村町1-125
　　　　TEL：0584-78-9424
会費……5,000円

●ニューメンバースクール二次会
ところ…ミニオン倶楽部
　　　　大垣市高屋町4-48-1
　　　　TEL：0584-74-5559
会費……4,000円

●第2回研修委員会
とき……10月19日（金）19:00～21:00
ところ…岐阜経済大学9号館 4F 9402号室
講師……岐阜経済大学　
　　　　経営学部スポーツ経営学科　　　　　　　
　　　　准教授　　橋 正紀先生
テーマ…「スポーツから人材育成を学ぶ」
会費……500円

●栗田 一美・安田 政司・高橋 克弥 特別会員
　特別会員として例会に参加しました。
　第42年度、スタートおめでとうございます。

●安田 智和 特別会員
　第42年度のスタートを記念して!!

●藤井 重雄 直前会長
　第41年度事業及び決算ご承認、ありがとうございました。

●渡部 弘幸 会長
　第42年度、9月例会及び総会が無事に終了しました。あり 
　がとうございました。
●望月 陽一郎・土屋 光晴 会員
　例会中しっかり受け付け業務を遂行させていただきまし
　た。矢橋先生の公演は、録音したテープで・・・。

●平野 宏司 会員
　平野学園卓球部全国大会優勝報告会の様子を、中日新聞･
　岐阜新聞・毎日新聞に、掲載していただきました。

●鳥居 清 会員
　スカパーの旅チャンネル「照英ひとり旅」で、水饅頭が取
　り上げられ、照英さんとご一緒する事が出来ました。とて
　もWILDでかっこよかったです。

●松本 正平 会員
　西部中の保健だよりに学校薬剤師として、活躍する姿が 
　記載されました。

●川瀬 泰弘 会員
　「華のある和みのブログ」8月にauピックアップブログに
　選ばれました。ありがとうございます。

●高橋 卓哉 会員
　昨日、9月9日平和堂鶴見店にて、タマゴイベントを開催　    
　し、無事終える事ができました。

●説田 洋機 会員
　第3子誕生!!元気な女の子が産まれました!!
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“ECO”について考えた
高橋 卓哉

私がファンなのは
三島 ミリアム

“最近ハマっているもの”“気になる出来事”などなど
会員の『興味津々』を紹介してきます。

　あるドラッグストアの
ポイントカードです。最
初に作ったときは（よし!
ためるぞ!）なんて思って
いませんでした。でもいざ、
たまってみて商品の1,000
円を引いてもらった時に
初めてファンになりました。
今日は50円引き!などとい
う広告とは違い、知らないうちにポイントが溜まり、い
きなり溜まった現金分の割り引きをしてくれる。得をし
た気分を演出している。どうやったら売れるかではなく、
どうしたら買いたいという気持ちになってもらえるのか、
どうしたらファンになってもらえるのか、という発想か
らポイントカードを考え出したのではないかと思います。
発想の転換というのはとても大事で、先に利益を追求す
るのではなく、後から利益がついてくるアイデアを探さ
なければいけないのだと思いました。誰もが持っている
ポイントカードというシステムにあらためて感動しました。

　先日会社の営業者が
プリウスに変わりまし
た。びっくりしたのが、
レギュラー満タン45㍑
で900km近く走ること
です。いろいろとネッ
トで調べてみたところ、
最近の車の改造という
のは、昔みたいに速さ

を追求するだけでなく、いかに燃費が良いかを競う改造
が盛んらしいです。また、私のように今まではエコに興
味のなかった人が、ハイブリッド車がきっかけで環境問
題に興味を持つようになることが多く、啓蒙的な意味で
もいい車（らしい）です。相変わらず「★夜★」は、エ
コとはほど遠いですが……。
　ちなみに燃費ばかり追求して、規定以上の空気圧にし
たり、周囲に迷惑なほどゆっくり走ったりすることをEGO
（エゴ）ドライブといい、ECOドライブとは明確に区別さ
れているとのことです。


